
 
 
 
 
 

 

 

 

第３次 
つくば市 
環境基本計画 
 
令和 2 年(2020 年)４月 

 概要版  
 

 

 



 
 

 

  

 

目指すべき将来像 
 

豊かなつくばの恵みを未来につなぐ 持続可能都市 
～つくばの強みを活かして、多様な主体の協働で SDGs の達成に貢献する～ 

環境基本計画の位置づけ  
環境基本計画は、つくば市の環境に関する

計画の中で最も上位の計画であり、市の環

境施策の基本的な方針を示します。 

計画期間  
本計画は、2020 年４月から 2030 年３月

までの 10 年間を計画期間とし、計画策定後

５年を目途に見直します。 

計画策定の考え方  
本市には、筑波山や牛久沼、里地里山などの豊かな自然環境があります。また、研究学園都市の特性

として最先端の知見に触れる機会に恵まれています。このようなつくば市の強みを活かして、環境保

全の施策を進めていきます。  
さらに、近年、世界中で重視されている「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成に向け、つくば市に

おいても幅広く施策を展開していきます。また、国内外で関心の高まっている気候変動対策や生物多

様性に関する施策を重点的に推進します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

将来像を実現するための施策体系 

基本目標１ 
施
策
の
柱 

 
施
策
の
柱 

 

低炭素モデル都市を形成して 
気候変動に対処する 

〇 低炭素社会の実現に向けた様々な主体の取組の促進 
〇 まち・建物の低炭素化 
〇 低炭素な交通システムの実現 
〇 気候変動への適応 
 

豊かな自然環境・生物多様性を 
未来へつなぐ 

〇 生き物・生態系の保全 
〇 里地里山景観の保全 
〇 都市の緑を増やし、質を高める 
〇 自然とふれあう 
 

資源を賢く使う循環型社会に 
近づく 

〇 ３Ｒの推進 
〇 廃棄物の適正処理 

 
施
策
の
柱 

安心で快適な生活環境で暮らす 
〇 清潔で静かな生活環境の確保 
〇 安全な生活環境の確保 

市民一人ひとりが環境を考え、
行動する 

〇 持続可能なライフスタイルの推進 
〇 将来を担う子どもたちへの環境教育 
〇 環境と経済の好循環 

施
策
の
柱 

施
策
の
柱 

 

１ マルチベネフィットな低炭素化プロジェクトの推進 
２ 生物多様性つくば戦略（仮称）の策定 
３ 持続可能なライフスタイルの推進 

重点 
施策 

基本目標２ 

基本目標３ 

基本目標４ 

基本目標５ 

重点施策 



 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

将来像 
・つくば市ならではの強みをいかした気候変動対策が進

み、先進的な低炭素モデル都市となっています。 

・省エネや再生可能エネルギーの導入が推進され、まちや

建物の低炭素化が実現しています。 

・自家用車に頼らなくても生活できるまちに近づいていま

す。 

・異常気象や災害に対して、強靭で柔軟性のあるまち（レ

ジリエンスのあるまち）となっています。 

評価指標 
評価指標 現状値 目標（2030 年度） 

温室効果ガス排出量 2,053 千 t-CO2  

(2013 年度） 
1,519 千 t-CO2 

（2013 年度比 26%減） 
低炭素住宅の新規入居
戸数※ 

27 戸 
（2018 年度） 605 戸（累計） 

市民満足度調査「低炭素
社会の推進」の満足度 

19.7％ 
（2017 年度） 30.0％ 

 
 

 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※マルチベネフィット：ここでは、「環境」の観点のみならず、「経済」や「社会」にも効果もあることをいう。 

重点 
施策 

内容 
  

つくば市地球温暖化対策実行計画（区域施策
編）に基づき、市民や事業者と連携して温室効
果ガスの排出削減の取組を進めます。 
 
多くの市民や事業者と協働して取組を進める
ため、「環境」の観点だけではなく、「経済」や
「社会」の観点からもメリットを感じられるマ
ルチベネフィットな施策を実施します。 

マルチベネフィットなプロジェクトの検討・
実施・改善を行うとともに、外部委員会にお
ける「実行計画（区域施策編）」の進捗管理を
行う 

ロードマップ 

 

○異常気象や風水害に対する備えについて啓発

し、その影響を低減します。 
 
○気象情報や「暑さ指数」、熱中症の予防・対処法

などの情報提供を行います。 
 
○生産者に対して適応方策などを情報提供し、農

業への影響低減に努めます。 
 
○渇水被害を軽減するための事前の備えを促し

ます。 

○低炭素化に寄与する取組や研究を推進するため、

大学・研究機関、事業者との連携を強化します。 
 
○市民による省エネを促進するため、普及啓発プロ

グラムなどを実施します。 
 
○マルチベネフィットな低炭素化プロジェクトを

検討・推進します。 

○省エネ性能向上や再エネ導入を推進して、建物

の低炭素化を進めます。 
 
○先導的かつ優れた低炭素街区を普及し、 

市域の面的な低炭素化を進めます。 
 
○公共施設の低炭素化を推進します。 

低炭素モデル都市を形成して気候変動に対処する 

将来像 

○コミュニティバスやデマンド型交通など公共

交通の充実を図ります。 
 
○自転車が安全・快適に利用できる空間を整備

し、自転車利用を推進します。 
 
○公用車の低公害化、低炭素自動車への補助、エ

コドライブの普及啓発を行い、 

自動車利用を低炭素化します。 

  

１ マルチベネフィットな低炭素化プロジェクトの推進 

 重点施策１ 

「実行計画（区域施策編）」の検証、計画の改訂 

改訂された「実行計画（区域施策編）」に基づき
マルチベネフィットなプロジェクトを実施 

低炭素社会の実現に向けた 
様々な主体の取組の促進 まち・建物の低炭素化 

低炭素な交通システムの実現 
 

気候変動への適応 

基本目標 １ 

施 策 施 策 

施 策 施 策 

※つくば市低炭素（建物・街区）ガイドラインで認定する戸建住宅でエネルギー
消費量や断熱性能に優れた住宅 



 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

―将来像― 
 
・筑波山や牛久沼、里地里山などの美しい景観が維持され、

在来の多様な生き物が息づいています。多くの人々が自

然の恩恵を実感し、つくば市の重要な自然を理解し、大

切に思いながら生活を送っています。 

・貴重な自然や緑豊かな街並みが将来にわたり守られるよ

う、平地林や農地、公園、庭の緑などを守り、育て、ふ

れあう取組が協働で進んでいます。 

評価指標 
評価指標 現状値 目標（2030 年度） 

つくば市の緑地面積 16,200ha 
（2018 年） 現状維持 

生物多様性つくば戦略 ― 策定（2025 年度） 
取組の推進 

 

    
 重点 

施策 
内容  
 

将来にわたって自然の恵みを享受し、市の生物
多様性を保全していくため、生物多様性に関す
る施策を戦略的かつ計画的に実施するための
生物多様性地域戦略を策定します。 
 
戦略の検討に当たっては、つくば市内の生物多
様性の現状把握を行うとともに、茨城県生物多
様性センターや博物館・研究機関等との連携を
図り、近隣市町村との協力も模索し、さらに市
民の参加を得ながら策定を進めます。 
 

つくば市の生物多様性に関する現状把握・
調査を行い、生物多様性つくば戦略（仮称）
の基礎となる情報を収集・戦略の検討 

ロードマップ 

○つくば市の生き物の現状を把握します。 
 
○森林生態系の維持・保全を進めます。 
 
○水辺に生息・生育する生き物の保全を図ります。 
 
○在来生態系に悪影響を及ぼす 

外来種対策を推進します。 
 
○生物多様性つくば戦略（仮称） 

を策定します。 

 

○良好な森林や自然体験施設の管理を行い、自然

への理解を深める機会を増やします。 
 
○里山や水資源を活用した啓発を推進します。 
 
○筑波山地域ジオパークのエコツーリズムを推

進します 
 
○里地里山の魅力を体感する機会を作ります。 

○都市公園の緑や街路樹を適切に管理します。 
 
○公共施設や研究機関、工業団地などで緑を確保

します。 
 
○市民参加による緑化活動を推進します。 
 
○開発に伴う緑地減少の抑制に努めます。 

 

○筑波山や里山の乱開発を防止します。 
 
○筑波山の眺めや牛久沼の水辺などを損なわな

い景観形成を行います。 
 
○里地景観の主な要素である優良農地を保全し

ます。また、野生動物と 

農業の共生を図ります。 

 

豊かな自然環境・生物多様性を未来へつなぐ 

将来像 

２ 生物多様性つくば戦略（仮称）の策定 

 重点施策２ 

生物多様性つくば戦略（仮称）の策定 
 
生物多様性つくば戦略（仮称）に基づき、
戦略的・計画的に生物多様性に係る施策
を推進 

生物多様性つくば戦略（仮称）の検証 

生き物・生態系の保全 里地里山景観の保全 

都市の緑を増やし、質を高める 自然とふれあう 

基本目標 ２ 

施 策 施 策 

施 策 施 策 



 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

―将来像― 
・地球の資源の有限性を認識し、地域で最適な生産・消費

が行われることで、資源の浪費はほとんどなくなってい

ます。 

・資源の浪費がなくなるだけでなく、ごみの発生抑制、再

利用、再資源化という３Ｒを推進することで、“ごみ”と

いう概念がなくなるくらい資源循環される仕組みがで

きています。 

評価指標 

評価指標 
現状値 

（2018 年度） 目標（2029 年度） 

市民一人当たりの 
生活系ごみ排出量 695 g/ 人・日 648 g/ 人・日 

市民一人当たりの 
事業系ごみ排出量 427 g/ 人・日 393 g/ 人・日 

リサイクル率 20.0% 25.0％ 
 

○循環型社会形成を進めるため 

普及啓発を行います。 
 
○家庭から出るごみの 3R を 

促進します。 
 
○事業系ごみの減量化を進めます。 
 
○生ごみやバイオマスなどの資源の有効活用を

推進します。 

○一般廃棄物の中間処理や最終処分を適正に行

います。 
 
○産業廃棄物の適正処理に関する普及啓発を行

います。 
 
○クリーンセンター（ごみ焼却施設）を安定的に

稼働させます。 

―将来像―  
・静かで清潔なまちの中で、清々しい空気、安全な水を享

受した、穏やかな暮らしが営まれています。 

・不法投棄やごみのポイ捨てがなくなり、快適で心地よい

生活環境になっています。また、大気汚染や騒音などの

公害や健康被害を防ぐため、法令が遵守されます。法令

の基準以上に、環境負荷の低減を図る事業者も多くいま

す。 

評価指標 
評価指標 現状値（2018 年度） 目標（2030 年度） 

市民の環境不
満足度 

空気のきれいさ：5.8％ 
水のきれいさ：18.4％ 

静けさ：13.2％ 
ごみ収集や処理方法：

9.5％ 

現状より改善 

 

○清潔な生活環境を確保するため、市民・事業者

の美化活動を推進します。 
 
○市内一斉清掃や集積所の設置補助などで、ごみ

の散乱を防止します。 
 
○不法投棄や野焼きを防止するため、定期的なパ

トロールや廃プラスチックの回収事業などを

実施します。 
 
○騒音・振動の防止を図ります。 

○公害を防止するため、環境モニ 

タリングや公害防止協定の締結 

などを進めます。 
 
○安全な水道水の供給と生活排水による水質汚

濁の防止を図ります。 
 
○環境にやさしい農業生産を推進します。 
 
○有害化学物質による健康影響を防止するため、

市民への情報提供を行います。 

資源を賢く使う循環型社会に近づく 

安心で快適な生活環境で暮らす 

将来像 

将来像 

３Ｒの推進 廃棄物の適正処理 

清潔で静かな生活環境の確保 安全な生活環境の確保 

基本目標 ３ 

基本目標 ４ 

施 策 施 策 

施 策 施 策 



 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

―将来像― 
 
・市民一人ひとりが、環境について楽しく学び、日々の暮

らしで持続可能なライフスタイルを実践しています。ま

た、家庭や職場、学校において、つくば市の環境や地球

環境について話すのが当たり前になっていて、皆で一緒

に創意工夫しながら環境保全に取り組んでいます。 

・子どもへの環境教育も重視されており、子どもたちの環

境意識が高まっています。 

評価指標 
評価指標 現状値 目標（2030 年度） 

環境配慮行動を行った市
民の割合 

58％ 
（2018 年度） 90% 

つくば市主催・共催の環
境啓発事業参加者数 

225 人 
（2018 年度） 1,000 人 

環境スタイルサポーター
ズ事業所会員のうち取組
に参加した事業所数 

５事業所等
(2018 年度） 70 事業所等 

 

 
 

重点 
施策 

内容  
 

市民や事業者がより主体的に環境への
関心を高め、日々の暮らしを持続可能
なライフスタイルへと転換するサポー
トを推進します。 
 
具体的には、大人と子どもが一緒に持
続可能なライフスタイルについて学べ
る機会の提供や、優れた環境配慮製品
などを購入する際の補助を行います。
また、環境にやさしい生活の方法や工
夫などについて情報提供を行うととも
に、市民の主体的取組につながるよう
に環境スタイルサポーターズを見直し
ます。 

大人と子どもが一緒
に学ぶ環境教育実施
に向けた調整・検討 

ロードマップ 

○環境技術の実証実験に積極的に協力し、まちなかへの環境技術の

実装を進めるとともに、環境ビジネスモデルの構築に貢献します。 
 
○グリーン購入を推進することで、環境に配慮した事業者の支援を

行います。 
 
○地産地消を促進することにより、地場産業の発展に貢献するとと

もに、温室効果ガスの排出量抑制や農地の維持を図ります。 

○つくばスタイル科※を推進することで、子ども

たちが環境や持続可能性などを大切にする姿

勢を身につけます。 
 
○学校での地産地消を推進します。また、地産地

消や農業への関心を高めるため、生産者と子ど

もたちが直接交流する機会を設けます。 
 
○学校外においても、子どもたちの環境教育を推

進します。 
 
※つくばスタイル科：つくば市独自の次世代環境教育カリキュラム 

○市民の環境リテラシー※を高めるため、大人向

けの普及啓発活動を推進します。 
 
○日々の暮らしを持続可能なライフスタイルへ

と転換するサポートを行います。また、地域の

環境教育や環境保全活動に自ら取り組むリー

ダーが増えるよう支援を行います。 
 
○環境にやさしい生活の方法・工夫などを情報提

供・共有し、持続可能なライフスタイ 

ルを実践する市民を増やします。 
 
※環境リテラシー：環境に関わる資質や 

責任感、能力や知識・技能を示す概念 

環境配慮製品等の
購入補助に関する
情報収集・検討 
 
環境配慮製品購入
時の補助実施 

環境スタイルサ
ポーターズ制度
の見直し 
 
新制度の実施 

市民一人ひとりが環境を考え、行動する 

将来像 

３ 持続可能なライフスタイルの推進 

 重点施策３ 

実施・連携先拡大 

持続可能なライフスタイルの推進 将来を担う子どもたちへの環境教育 

環境と経済の好循環 

基本目標 ５ 

施 策 施 策 

施 策 

重点施策３の効果検証と手法の見直し 

見直しに基づく施策の推進 



 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
 

 

 

   
 

本計画の施策を着実に実施し、その進捗状況等
を点検・評価します。さらに、評価結果を次年度
へとフィードバックして施策を改善していくこ
とで本計画の実効性を高めます。 

     
 

本計画を実効性あるものとしていくため、計画

の進行管理を行います。計画の進行管理は、次の

ような体制で進めます。 

 

  

 

 

環境基本計画の進行管理体制 
 

進行管理の考え方 
 

Plan（計画） 

Action（改善・見直し） 

○環境基本計画の改定
（５年程度に一度） 

○施策・事業の改善 
市民 
意見 

Do（実施・実行） 

○計画の達成状況や社会
動向を踏まえた見直し 

（５年程度に一度） 
○施策・事業の課題整理 
○改善策の検討 

○施策・事業を実施 
○市民、事業者によ

る取組の実践 

進行 
管理 
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